2007年12月15日

CReSS2.2 user.confからCReSS2.3 user.confへの変更点

CReSS2.2とCReSS2.3ではuser.confがわずかに違っている。しかしながらその違いはわずかであるので、以下の点を修正すれば、CReSS2.2で用いていたuser.confをほとんどそのままCReSS2.3でも用いることができる。

common region (プリプロセッサ、ソルバー、ポストプロセッサの共通領域)

１．&boundry
· このネイムリストのところの最後に、gwave  = 37.5e0 の行を付け加える。

· lbcvar = 'xxxxxxxxx'の指定パラメータを9個にする。(2.3では大気水象の混合比が一つの指定子にまとめられた。)

２．&gpvpram
· nggvar = 'xxxxxxx' の指定パラメータを７個にする。(2.3では大気水象の混合比が一つの指定子にまとめられた。)

· exbvar = 'xxxxxxx' の指定パラメータを７個にする。(2.3では大気水象の混合比が一つの指定子にまとめられた。)

· lspvar = 'xxxxxxxxx' の指定パラメータを9個にする。(2.3では大気水象の混合比が一つの指定子にまとめられた。)

· vspvar = 'xxxxxxxxx' の指定パラメータを9個にする。(2.3では大気水象の混合比が一つの指定子にまとめられた。)

· vspini をvspbarに修正する。

· botiniをbotbarに修正する。

３．&radpram
· ngrvar = 'xxxx'　の指定パラメータを４個にする。(2.3では降水粒子の混合比が一つの指定子にまとめられた。)

４．&sfcphys
· sfcdat = 'xxx'　をこのネイムリストの最初に持ってくる。

５．&initype
· sndhed =    17　の行を削除する。

６．&integrat
· impopt = 1の行の次に、移流についてのパラメータ  advopt = 2　を挿入する。

７．&advction
· このネイムリストをすべて削除する。このパラメータは上記の&integratに含まれる。

８．&outfomat
· dmpvar = 'oooooxxxxxxxxx'　の指定パラメータを１つ増やして１４個にする。(2.3では大気電気量が９番目の指定子にいれられた。)

· mxnvar = 'oooooxxxxxx'　の指定パラメータを１つ増やして１１個にする。(2.3では大気電気量が９番目の指定子にいれられた。)

gridata region (プリプロセッサ gridata.exeの領域)

９．&datconf_grd
· extvar_grd = 'xxxxxxx'　をパラメータ名を修正して  etrvar_grd = 'xxxxxxx'　にする。

unite region (ポストプロセッサ unite.exeの領域)

10. &uniconf_uni

· fltyp_uni = 'dmp' の値は  fltyp_uni  = 'all'とすることができる。このようにすると、geoとdmpの両方を同時に結合して、gradsの＊.ctlファイルも生成してくれる。

以上。

